
スリランカ

インドネシア
スマトラ島沖地震・津波災害
救援・復興支援事業
5年間（2004～2009年）の収支報告
（2009年9月末現在）

スマトラ島沖地震・津波災害救援・復興支援　実施事業一覧

①緊急救援活動
　（1,771,482千円）

②すまいと暮らしの再建
　（3,405,466千円）

③将来の災害への備え
　（385,952千円）

④いのちと健康を守る
　（1,498,080千円）

⑤被災児童への教育支援
　（470,284千円）

⑥被災地の能力強化
　（78,432千円）

⑦他の被災国支援
　（915,469千円）

⑧アジア・太平洋救援体制整備
　（522,675千円）

⑨職員の派遣・調査
　（1,314,003千円）

⑩事業運営に要する事務的経費
　（231,557千円）

*今後の保健・防災分野の活動などに2010年までに使われます。

医師・看護師等のべ105人を派遣して1万人以上に対する
医療や食料、テント、蚊帳の配布など

住宅2,202戸の再建や衛生的な水の確保、生計支援、集
会所の設置など

マングローブ123万本の植林や防災マップの作成、救護倉
庫の設置など

病院・診療所83ヵ所の再建、災害看護や水上安全法の導
入、約2万5千人の視力回復や保健衛生知識の普及など

文具セット30万6千組の提供のほか、日本の子どもたちとの
カードの交流など

ボランティアの活動拠点となる被災地赤十字支部4ヶ所の
整備など

インドネシア・スリランカ以外の被災各国に対する国際赤十
字を通じた医療や救援物資の配布など

アジア・太平洋地域の大規模災害への備えとして、医療機
材の整備や救援物資2,200世帯分の備蓄など

職員のべ58人を被災地に派遣して復興支援事業の確実な
実施・管理や調査など

皆様からお預かりした海外救援金の確実な管理や事業運
営、事業評価や広報活動など

支援分野等（予算額） 主な支援内容など

事業費内訳（千円）
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合計
10,593,400

予算執行状況（千円）
今後使用予定額*
670,134

執行済額
9,923,265

予算総額
10,593,400

被災者のための住宅や地域の病院・
診療所の再建を行いました

日赤から技術指導を受けた現地救助
員が海岸パトロールを行っています

産業縫製やお菓子作りなどの職業訓
練が行われています

防災のために住民自身の手でマング
ローブ植林が進められています

安全な水の供給に加え衛生知識の
促進活動も行われています
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１９８３年よりみなさまにご支援いただいている「海外たすけあい」が今年も１２月１日から始まります。

スマトラ島沖地震・津波災害から５年。日本赤十字社の活動にご理解をいただき、たくさんの方から救援金を賜りましたことに厚くお礼申し上げます。
このたび、日本赤十字社 社長の近衞忠煇が、国際赤十字・赤新月社連盟の会長に就任しました。赤十字は、災害救援をはじめとした人道支援活動により一層尽力してまいります。
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